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シラスブロック/
RC駐車ブロック

シラスブロック

シラスとは、南九州一円に分布する火砕流堆積物です。シラスブ
ロックは、シラスの特性である軽量多孔性の機能と、コンクリート平
板ブロックと同程度の強度とを併せ持った製品で、以下のような効
果を期待することができます。

1.舗装面温度制御効果により、ヒートアイランドを緩和します。
2.高保水性構造によるスリップ防止・下水道負荷を軽減します。
3.養分を含まない材質のため、雑草などの維持管理を軽減します。

●特長

天然素材シラスを使用した地球にやさしい環境づくりに

製品タイプ
シラスの素地を活かした風合いを持つブロック
シラスの高保水性能により環境負荷を軽減します

■シラスエコ平板（2層タイプ）■シラスストーン（2層タイプ）
シラスの機能を活かし、地域自然素材を表層に有効活用したブロック
シラスの高保水性能により環境負荷を軽減します

シルバーホワイト
（SPG-6-1）

溶岩石
（SPG-6-4）

小　桜 桜 磯 南　国 大　磯

郡山石
（SPG-6-5）

奄美コーラル
（SPG-6-6）

ライトダーク
（SPG-6-2）

クリスタルホワイト
（SPG-6-3）

※特注により、300×300×30mm、300×300×80mm、400×400×30mm
　対応可能です。
※自然素材につき、保水状態や産地により若干色が異なる場合があります。

シラスストーン（全 3種）
規格寸法：300×300×60mm
写真はシラスストーン（溶岩石）
※受注生産が基本となります。
※特注により、洗い出し仕様対応可能です。
　(但し、SPG-6 溶岩石のみ）
※特注により、透水性仕様対応可能です。
※自然素材につき、保水状態や産地により
　若干色が異なる場合があります。

溶岩石：粒度調整「桜島溶岩」+シラス
郡山石：粒度調整「郡山石」+シラス
奄美コーラル
　　　：粒度調整「徳之島珊瑚」+シラス

●写真の製品の色は、印刷のため色調や質感が実物と若干異なる場合があります。

■シラスブロックによる舗装面温度抑制効果 ※鹿児島市データによる
　舗装面温度測定から、通常のアスファルト・コンクリート舗
装に比べてシラスブロックのほうが、舗装面温度が低いことが
判りました。この測定では、コンクリート舗装面より約 13℃低
減（コンクリート舗装最高温度時）できることが確認されまし
た。
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開発・製造元 株式会社

シラスエコ平板（全 3種）
規格寸法：300×300×60mm

写真はシラスエコ平板
（クリスタルホワイト）

▲鹿児島市「かんまちあ」
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RC駐車ブロック

参考歩掛り

施工手順

名　称
●車止めブロック参考歩掛り

※上記は100本未満の時の歩掛りです。

(1本当り)

ブロック
付属品
モルタル
普通作業員

単位
本
式
m3

人

数量
1.0
1.0

0.001
0.025

規　　　格
120×180×580
差し筋、反射板

底面t=5mm及びブロック穴

名　称
●車止めブロック参考歩掛り

※但し上記の歩掛りは100本以上の場合とする。

(100本当り)

ブロック
付属品
モルタル
普通作業員

単位
本
式
m3

人

数量
100
1

0.07
2.5

規　　　格
120×180×580
差し筋、反射板

底面t=5mm及びブロック穴

1.小型軽量（20kg）で取り扱いやすい。

2.アンカーボルト、鉄筋、ボンドなどで簡単に取付可能。

3.前面R形状により、タイヤをしっかりストップ。

4.前面に反射板を取付けて夜でも安心駐車。

●特長

■正面図 ■側面図 ■A-A'断面

取り付けやすく、反射板が内蔵されているので夜間でも
確認しやすい車止めです。

■施工手順
１．舗装、平板、インターロッキングブロック等にコンクリートドリルで穴を芯間375mmで孔をあけ、鉄筋又はアンカーボルトを埋
め込む。

２．モルタルをブロック巾に厚さ5mm位にコテで広げる。
３．接着ボンドを使用する場合は床面及びブロック底面に平らに塗布する。(接着ボンドは現場で手配して下さい。)
４．車止めブロックの孔を鉄筋等に通し、上から強く押し付け、軽くハンマー等でたたいて接着する。
５．鉄筋孔にモルタルを入れ充分に突き込んで、上面を平らにならす。
６．余ったモルタルは取り除き、セメント分を拭き取る。
７．４～５日は動かない様に保護して下さい。 ■標準設置図 壁
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